
教え子を再び戦場に送るな !

発行　大阪市学校園教職員組合 TEL 6910-8700 http://osaka-shikyo.sub.jp/
FAX 6910-7990 E-mail o-sikyo1@sea.plala.or.jp

(一部30円。 購読料は組合費に含む)

大阪市中央区法円坂1－1－35(大阪市教育会館内)

2017年 11月２日

ＶＯＬ. 541

　同じ学年を担当する新採用のＡさんに加入を
すすめ

てきた先輩Ｂさん。衆院選挙の話をした後で「
組合に

入らない？」と再度誘ったところ、その場で「
はい、

入ります」と返事が返ってきました。Ａさんの
加入書

には「教師としての力をつけたい」と記されて
いまし

た。仕事をする中で先輩Ｂさんの姿に共感し、
組合加

入の決意に至りました。

　10月14日の大阪市教教研集会には120人を
超える

参加者が集いました。小さい子を連れての参加
者も多

く、保育コーナーはてんてこ舞い。うれしい悲
鳴が上

がるほどでした。厳しい情勢の今こそ、「集ま
れば元

気、学び合えば勇気」が大切だと実感しました
。　

衆院選挙の話の後に加入
教研　集まれば元気

大
教
組
教
研
全
体
会

＝
10
月
21
日
　

　

市
人
事
委
員
会
は

「
賃
金
カ
ッ
ト
」（
２

０
１
８
年
３
月
ま
で
の

条
例
）に
対
し
て「
長
期

に
わ
た
る
給
与
減
額
措

置
が
職
員
の
執
務
意
欲

等
に
影
響
を
与
え
る
こ

と
へ
の
強
い
懸
念
」「
早

期
に
解
消
さ
れ
る
べ

き
」
と
の
意
見
を
述
べ

て
い
ま
す
が
、「
市
政

改
革
プ
ラ
ン
２
・
０
」

を
前
提
に
し
た
偽
り
の

「
厳
し
い
財
政
状
況
」

に
理
解
を
示
す
決
定
的

弱
点
を
抱
え
て
い
ま

す
。
大
阪
市
一
般
会
計

決
算
28
年
連
続
黒
字
、

市
債
残
高
12
年
連
続
減

り
続
け
て
い
ま
す
。

　

大
阪
市
人
事
委
員
会

は
９
月
29
日
、
公
民
較

差
▲
０
・
04
％
・
１
５

７
円
で
ほ
ぼ
均
衡
し
て

い
る
と
し
て
月
例
給
の

改
定
見
送
り
、
特
別
給

（
ボ
ー
ナ
ス
）
０
・
10

月
引
上
げ
を
勧
告
し
ま

し
た
（
扶
養
手
当
の
国

並
み
見
直
し
も
勧

告
）。
大
阪
府
人
事
委

員
会
は
10
月
17
日
、
初

任
給
及
び
若
年
層
の
月

例
給
引
上
げ
を
勧
告
し

ま
し
た
。（
別
表
参
照
）

　

市
人
事
委
員
会
は
橋

下
前
市
長
の
介
入
に
よ

り
、
給
与
額
の
上
下
２

・
５
％
ず
つ
を
公
民
比

較
か
ら
排
除
し
、
４
年

連
続
職
員
給
与
ダ
ウ
ン

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
は
、
収
集
デ

ー
タ
か
ら
異
常
値
を
除

外
す
る
統
計
学
上
の
ス

ミ
ル
ノ
フ
・
グ
ラ
ブ
ス

検
定
を
持
ち
こ
み
、
マ

イ
ナ
ス
勧
告
を
行
い
ま

し
た
。

　

「
安
保
法
制
の
廃
止

と
立
憲
主
義
の
回
復
を

求
め
る
市
民
連
合
」
は

10
月
23
日
、「
衆
院
選
挙

に
関
す
る
見
解
」を
発
表

し
ま
し
た（
以
下
見
解
）。

　

「
選
挙
戦
中
、
内
閣

支
持
率
が
低
下
し
、
国

民
は
安
倍
政
権
を
決
し

て
評
価
せ
ず
、
投
票
率

も
戦
後
最
低
レ
ベ
ル

で
、
与
党
の
巨
大
な
議

席
は
、
小
選
挙
区
制
度

が
も
た
ら
し
た
、
民
意

か
ら
の
乖
離
と
言
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

民
進
党
は
、
市
民
と

野
党
の
協
力
体
制
の
準

　

違
憲
の
安
保
法
制
を

前
提
と
し
た
憲
法
９
条

改
悪
反
対
と
立
憲
主
義

回
復
の
、
強
力
な
対
抗

勢
力
を
再
構
築
す
る
こ

と
心
か
ら
期
待
し
、
市

民
連
合
も
応
援
を
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

　

安
倍
政
権
・
自
民
党

は
近
い
将
来
、
憲
法
改

正
の
発
議
を
企
て
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

安
倍
政
権
の
進
め
る
憲

法
改
正
に
反
対
す
る
た

め
、
立
憲
野
党
と
と
も

に
さ
ら
に
努
力
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
」。

●11月29日（水）18:30
エルおおさか南館（天満橋）

相対評価ありえない
賃金カット終結せよ

盾
は
年
々
ひ
ど
く
な
っ

て
い
ま
す
。
２
０
１
７

年
度
で
は
、
絶
対
評
価

で
「
期
待
レ
ベ
ル
に
達

し
た
」
と
さ
れ
る
３
・

０
以
上
に
も
関
わ
ら

ず
、
１
５
１
１
人
（
対

象
職
員
の
９
％
）
が

「
相
対
評
価
」
の
下
位

区
分
で
あ
る
第
４
・
５

区
分
と
さ
れ
、
賃
金
処

遇
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
り

ま
し
た
。
相
対
評
価
の

　

大
阪
市
教
は
10
月
25

日
、「
２
０
１
７
年
度

末
人
事
・
定
員
に
関
す

る
要
求
書
」
提
出
交
渉

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

宮
城
委
員
長
は
、

「
青
年
が
長
時
間
労
働

や
パ
ワ
ハ
ラ
で
追
い
つ

め
ら
れ
て
死
に
い
た
る

『
過
労
死
』『
過
労
自

殺
』
が
連
続
し
、
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
る
。

電
通
の
女
性
社
員
は
24

歳
。
新
国
立
競
技
場
建

設
現
場
の
男
性
社
員
は

23
歳
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
女
性

記
者
は
31
歳
。
教
職
員

の
長
時
間
勤
務
が
深
刻

化
し
、
多
数
が
『
過
労

死
ラ
イ
ン
』
と
な
っ
て

備
を
無
視
し
、
野
党
協

力
の
態
勢
を
壊
し
、
強

く
批
判
さ
れ
る
べ
き
だ

と
考
え
ま
す
。
し
か

し
、
立
憲
民
主
党
が
野

党
第
一
党
と
な
り
、
立

憲
主
義
を
守
る
一
応
の

拠
点
が
で
き
た
こ
と
は

一
定
の
成
果
と
言
え
ま

す
。
野
党
協
力
を
進
め

た
日
本
共
産
党
の
努
力

を
高
く
評
価
し
た
い
。

社
会
民
主
党
も
役
割
を

果
た
し
ま
し
た
。
全
国

の
市
民
の
皆
さ
ん
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
く
し
て
こ

の
よ
う
な
結
果
は
あ
り

得
ま
せ
ん
で
し
た
。

安倍９条改憲反対
秋の憲法大学習会

根
本
的
な
矛
盾
は
廃
止

し
な
け
れ
ば
解
決
し
な

い
こ
と
を
認
め
る
べ
き

で
す
。

い
る
も
と
で
、
通
勤
時

間
の
短
縮
を
求
め
る
。

年
度
途
中
の
欠
員
補
充

の
配
置
の
遅
れ
が
常
態

化
し
『
異
常
事
態
』
と

な
っ
て
い
る
。
長
時
間

勤
務
の
深
刻
化
、
代
替

配
置
の
遅
れ
の
常
態
化

を
放
置
す
れ
ば
、
雑
誌

『
週
刊
東
洋
経
済
』
が

特
集
し
た
よ
う
に
『
学

校
が
壊
れ
る
』。
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
で
は
な
く
、

学
校
現
場
の
教
職
員
の

声
を
聞
き
、
要
求
に
応

え
る
こ
と
」
を
強
く
求

め
ま
し
た
。

　

「
講
師
配
置
30
人
待

ち
と
言
わ
れ
た
。
理
科

専
科
が
担
任
と
な
っ
て

い
る
」「
欠
員
に
教
務

主
任
が
入
り
、
病
欠
に

専
科
が
。
専
科
の
な
い

学
校
は
ま
れ
で
は
な

い
。
毎
日
９
時
過
ぎ
ま

で
仕
事
を
し
て
い
る
。

講
師
配
置
を
」（
支
部

代
表
、
臨
教
部
）、「
権

限
移
譲
で
子
の
看
護
・

短
期
介
護
休
暇
が
後
退

し
、
仕
事
が
続
け
ら
れ

る
の
か
不
安
が
広
が
っ

て
い
る
。
子
育
て
へ
の

配
慮
を
細
か
く
」（
女

性
部
）、「
大
阪
市
を
や

め
た
い
の
声
が
で
て
い

る
。
子
育
て
世
代
増
え

て
い
る
。
通
勤
時
間
短

縮
を
」（
青
年
部
）、

「
教
職
員
配
置
増
、
代

替
配
置
を
」（
栄
養
教

職
員
部
、
事
務
職
員

部
、

養
護
教
職
員

部
）、「
障
が
い
児
を
含

め
40
人
超
え
学
級
を
解

消
す
る
こ
と
」（
障
教

部
）
を
厳
し
く
追
及
し

ま
し
た
。

大阪市 大阪府

公民較差 ▲0.04％・▲157円 ▲0.06％・▲230円

月例給
改定見送り
(昨年まで4年連続給与
減、今年度▲勧告)

初任給2千円引上げなど
若年層に限定
(2年ぶり引上げ)

ボーナス 0.1月引上げ
年間4.3⇒4.4月分

0.1月引上げ
年間4.3⇒4.4月分

人事評価
(相対評価)

教員の相対評価制度に
関する試行実施結果の
検証とともに、制度内
容や目的の周知を通じ
て、教員の理解度と納
得性を向上させる取組
が必要。

人事評価制度については
絶対評価が基本であると
考えるが相対評価を前提
にするとしても評価区分
の割合を柔軟化する運用
や制度設計の見直しが検
討されるべき。

2017年度賃金確定市労組連要求
21．大阪府から大阪市への権限移譲に関わる要求
（１）時間外勤務や、長時間過密労働の状況改善
（２）教職員の給与・勤務労働条件の改善
　①「他都市との均衡」を考慮、法令等の尊重
　②教育職給料表の「減額」復元
　③56歳以上の教職員の昇給停止撤回
　④「新たな教諭の職」を設置しないこと
　⑤�教育職員の新たな人事評価制度（「人事考課制度」
「目標管理制度」「学校園運営に関するシート」）
を実施しないこと

　⑥相対評価を実施しないこと
　⑦人事評価の給与反映は行わないこと
（３）�母性保護等長年取り扱われてきた勤務労働条件

等を戻すこと、妊娠障害休暇を14日に
（４）育児や介護にかかる諸制度の復元・改善
　　�介護休暇、子の看護休暇、短期介護休暇、看護
欠勤

（５）�学校事務職員の代替、府費「臨時主事」と同等
の職員を市教委が主体性を持って配置

（６）�時間年休の分割取得、感染を防ぐための病気休
暇の有給化

偽
り
の
　
　
　
　

厳
し
い
財
政
状
況

　

市
労
組
連
は
10
月
13

日
、「
２
０
１
７
年
度

賃
金
確
定
市
労
組
連
要

求
」
提
出
交
渉
で
、
政

令
市
で
最
下
位
の
賃
金

水
準
改
善
、「
賃
金
カ

期
待
レ
ベ
ル
で
も

下
位
区
分

賃
金
確
定
要
求

提
出
交
渉

ッ
ト
」
終
結
、
相
対
評

価
廃
止
、
大
阪
市
か
ら

「
人
が
逃
げ
る
」
状

況
、
職
員
・
教
職
員
の

欠
員
を
解
消
す
る
た
め

の
賃
金
・
労
働
条
件
の

抜
本
改
善
を
求
め
ま
し

た
。
権
限
移
譲
に
関
わ

る
要
求
を
第
21
項
に
ま

と
め
今
後
の
交
渉
で
教

育
委
員
会
、
市
当
局
の

責
任
を
追
及
し
ま
す
。

17年度
末

人事闘争

講
師
配
置
の
遅
れ
常
態
化

学
校
が
壊
れ
る

直
ち
に
配
置
を

　

「
相
対
評
価
」
の
矛

安
保
法
制
前
提
の
改
憲
反
対

総
選
挙 

立
憲
主
義
に
拠
点

市民連合

市労組連
賃金確定
要求提出


